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2023/9期
計画達成率
（％）

2023/9期
計画

（百万円）

前期比
増減率
（％）

2023/9期
通期

（百万円）

2022/9期
通期

（百万円）

103.611,84010.812,26211,071売上高

129.345761.4591366営業利益

131.040068.0523311経常利益

132.427128.6358279親会社株主に帰属
する当期純利益

業績ハイライト
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四半期業績推移

売上高 営業利益 親会社株主に帰属する当期純利益
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前期比
増減率（％）

構成比
（％）

2023/9期
実績（百万円）

構成比
（％）

2022/9期
実績（百万円）

10.8100.012,262100.011,071売上高

18.757.67,06653.85,955環境事業

▲3.535.14,30940.34,466建設事業

45.33.84622.9318環境エンジニアリング事業

27.93.54233.0330その他

22.5100.01,515100.01,236売上総利益

59.856.886043.5538環境事業

▲15.232.348946.7576建設事業

131.51.9281.012環境エンジニアリング事業

26.28.91358.7107その他

－0.110.11調整額※

6.1923870販売費及び一般管理費

61.4591366営業利益

68.0523311経常利益

28.6358279当期純利益

事業別業績

※売上総利益の合計については親子間取引分の調整後の数値となります。
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事業別四半期業績推移

事業別売上高及び売上総利益の四半期推移

(百万円) (百万円)
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【23年9期の概況（会計期間）】
首都圏における大型土木工事案件による中間処理が難しい廃棄物及び製造工
場より排出される廃棄物の受入により、売上が高い水準で推移

継続している原価低減策が好調に推移したことにより、環境事業全体での利
益に大きく貢献

各事業の概況（環境事業）

売上高

前期比
+18.7％

粗利

前期比
＋59.8％

売上高 ：7,066百万円（対前年 +18.7%）
粗利 ： 860百万円（対前年 +59.8%）
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土壌処理量の四半期推移
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収益率の高い浄化済土壌の利用量が増加し、増益に大きく貢献

※上記の土壌処理数量は、産業廃棄物処理数量も含めて算出しております。
土壌の処理は、主にセメントリサイクル（異物除去、含水率調整）と浄化処理（洗浄、磁気選別）に分けられます。前者はセメント原料
（粘土代替）としてセメント会社に納品し、製品に生まれ変わり、後者はセメント生産量に左右されず収益力も高いため、その割合を増や
していくことが当社の課題でもあります。
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（千トン）



今後の見通し（中⾧期的な成⾧戦略）

メーカー工場（※）から排出される再生利用が難しい無機系・有機系汚泥の受入拡大

これまで受け入れていた廃棄物と比較して処分単価の1.5～３倍。顧客の多様化、利益率の高い処理
困難処理物の受入を増やし増収・増益
（※半導体、ガラス、製糖、製茶工場等。）

解体コンクリート塊への二酸化炭素を固定化

国内第一号取得の再生骨材HのJIS認証、パートナー企業と共に再生骨材コンクリート普及及びカー
ボンニュートラルを目指す

１.

３.

既存ビジネスの強み

１.
無機・有
機汚泥の
受入拡大

３.
脱炭素へ
の取組

２.
浄化土の
利用拡大

２. 浄化土の利用用途の拡大、利用量の増加
洗浄、乾式磁力選別により、浄化した土壌のリサイクルルートの拡大による増益

これまでの既存ビジネスの強みを土台に、価値を高め施設の高度化を図る
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大型施設・好立地・高度リサイクル技術による環境配慮型処理



今後の見通し（中⾧期的な成⾧戦略）

事業エリアの拡大を行うため、再開発需要の活発な中京地域、
関西地域を中心に、施設の拠点検討を行う
業界に精通した会社としてM＆Aによる事業エリア拡大

施設拠点
増加

処理方法
増加

受入廃棄物
増加
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新たな強み



各事業の概況（建設事業部）

【23年９月期の概況】

♦売上高
今期に見込んでいた大型工事の受注遅延によ

り実施高が上がらず、代替となる大型工事が受
注できなかったため売上高は前期比3.5％減。

♦利益
建設資材の価格高騰、人件費の増加の影響を

受け、原価圧縮、価格転嫁等粗利率の改善に努
めたものの、前期比15.2％減。

♦受注高
一部案件における受注遅延等の影響があった

ものの、大型案件工事(青梅市 713百万円)を受注
できたことにより、前期比21.4％増。

受注高

5,024百万円

（前期比）

（ ↑ 21.4％）

売上高

4,309百万円

（前期比）

（ ↓ 3.5％）

粗利

489百万円

（前期比）
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（ ↓ 15.2％）



建設事業 ～2023年９月期 主な完成工事～

北多摩北部建設事務所
立川通り ７９点 第二建設事務所 上祖師谷街築 ７８点

北多摩南部建設事務所
西東京路面補修 ７７点

西多摩建設事務所
日の出路面補修 ７５点
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令和５年度建設局優良工事等表彰

令和５年度建設局優良工事等表彰



建設事業 ～TOPIC①～

♦ベストプラクティス企業に選出されました
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建設事業 ～TOPIC②～

♦建設人材育成優良企業表彰 国土交通大臣賞
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（左：齊藤国土交通大臣 右：弊社細沼代表取締役社⾧）



環境事業 ～TOPIC③～

♦リデュース・リユース・リサイクル推進協議会会⾧賞を受賞
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受注高

主要な
案件

前期受注実績（建設事業）

増減率2022年9月期2023年9月期

↓13.9％2,3712,042期首繰越工事高

↑21.4％4,1375,024受注工事高

↓3.5％4,4664,309完成工事高

↑3.5％2,0422,757受注残高

契約金額工事名発注者

713百万円矢端川調整池青梅市

556百万円瑞穂町シールドJV都市づくり公社

364百万円西原街路築造東京都財務局

206百万円阿佐ヶ谷路面補修第三建設事務所

206百万円文京区歩道改善第六建設事務所

182百万円渋目路面補修第二建設事務所

181百万円高井戸電線共同溝第三建設事務所
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(百万円)



各事業の概況（建設事業部）

土木工事の
受注規模拡大

原価圧縮
価格転嫁

工種の多角化及び
ランクアップ

効率的な
技術者配置

準備期間の短縮

１人当たり完工高
を高める

業績の改善に向けた構造改革
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建設事業部の課題

工事準備期間の
最低日数引き上

げ

建設資材の価格
高騰

技術者の定着率
向上による人件
費の圧迫

1人当たりの完
工高の減少



今後の見通し（中⾧期的な成⾧戦略）

【土木の大型工事へシフト】
2023年9月期 200百万円規模の東京都建設局発注案件が中心
➡ Next Step1：150百万～250百万円規模の東京都建設局発注案件へシフト
➡ Next Step2：250百万円以上の東京都財務局発注案件の受注拡大

【技術者1人あたりの完工高を増額】
2023年9月期 77百万円
➡2024年9月期 86百万円

【工種の多角化・入札資格のランクアップ】
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入札資格ランク工種

瑞穂町シールド工事完成後、
B → A ランクアップ予定 (2025年)

B下水道

2023年９月ランクアップ済D → C河川

2023年９月ランクアップ済D → C橋梁
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各事業の概況（環境エンジニアリング事業）

【23年9期の概況（会計期間）】
主軸である対策工事業務において、大型工事の受注や仲介処分業務が年間
を通して順調に推移したことにより、増収増益

売上高

+45.3％

粗利

売上高 ：462百万円（対前年 +45.3%）
粗利 ： 28百万円（対前年 +131.5%）
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前期比
増減率（％）

構成比
（％）

2024/9期
予定（百円）

構成比
（％）

2023/9期
実績（百万円）

8.7100.013,334100.012,262売上高

3.654.97,31957.67,066環境事業

17.337.95,05435.14,309建設事業

29.74.56003.8462環境エンジニアリング事業

▲14.52.73613.5423その他

▲1.8100.01,487100.01,515売上総利益

▲6.753.980256.8860環境事業

9.035.352532.3489建設事業

▲22.31.5221.928環境エンジニアリング事業

9.39.31378.9135その他

ーーー0.11調整額※

3.9959923販売費及び一般管理費

▲10.8527591営業利益

▲9.3475523経常利益

▲16.8298358当期純利益

事業別業績（見通し）

※売上総利益の合計については親子間取引分の調整後の数値となります。
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本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれています。これらの将来の見通しに関する記述は、
本資料の日付時点の情報に基づいて作成されており、将来の結果や業績を保証するものではありま
せん。このような将来予想に関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、
その結果、将来の実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明示的または黙示的に
示された将来の業績や結果の予測とは大きく異なる可能性があります。
これらの記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内および国際的な経済状
況の変化や、当社が事業を展開する業界の動向などが含まれますが、これらに限定されるものでは
ありません。また、当社以外の事項・組織に関する情報は、一般に公開されている情報に基づいて
おり、当社はそのような一般に公開されている情報の正確性や適切性を検証しておらず、保証して
おりません。また当社は、記載内容に重要な変動がある場合を除き、本資料の記述を修正する予定
はありません。

本資料は、情報提供のみを目的として作成しています。本資料は、当社の有価証券の販売の勧誘や
購入の勧誘を目的としたものではありません。

本資料の取り扱いについて
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